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本日お話しすること 

・新しいスーパーコンピュータの運用開始 
・雨量分布の予報を15時間先まで延長 
・広域の気象状況の分かりやすい解説 
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気象庁では新しいスーパーコンピュータを活用し、台風の影響
や集中豪雨の発生可能性等を早い段階から精度良く把握
できるようにすることや、数週間先から数ヶ月先までの予測情
報等を順次改善することで、防災・日常生活・社会経済活
動の様々な場面で幅広く利活用される各種気象情報の更
なる改善に取り組んで参ります 

新しいスーパーコンピュータの運用を開始します 
  
   ～防災・社会経済活動に役立つ気象情報の更なる改善に向けて～  
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降水予測情報、台風強度予報の改善  

その他、２週間気温予報,、黄砂情報の改善も行ないます  
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雨量分布の予報を15時間先まで延長します  
～夕方の時点で翌朝の雨量分布が把握可能に～ 6月20日より 
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広域の気象状況を一目で分かりやすく解説します 
～危険度分布やバーチャートを用いた図形式の全般気象情報及び地方気象情報の提供開始～  
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ＪＥＴＴ（気象庁防災対応支援チーム）の創設 
 ～災害時に地方公共団体へ気象庁職員を派遣します～  
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ＪＥＴＴ（気象庁防災対応支援チーム）の創設 
 ～災害時に地方公共団体へ気象庁職員を派遣します～  
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終わり 
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